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巻頭言

HIV診療のハンドブックは英文で記載された優れたものがす
でにいくつか存在します。しかしながら日本語で記載され、
かつHIV診療の全体像を簡潔にまとめたものはあまり類書がな
いように思われたため、本書を企画することにいたしました。

本書は3部で構成しています。

Part1では素早く参照できて、臨床現場で有用と思われる図
表をまとめました。

Part2ではHIV感染症で遭遇しうる各種日和見疾患について
「病原体、臨床像、診断、治療」を見開き2ページに簡潔に
まとめ、なるべく多くの写真や図表を用いて、視覚に訴えて
理解ができるよう工夫しています。

Part3では、いくつかの重要項目について取り上げ、なるべ
く多くの紙面を割いて解説を試みました。
取り上げる内容や記述の正確性については十分注意を払いま
したが、取り上げられるべき他の項目や修正が必要な点があ
るかもしれません。

読者のご批判は大いに歓迎し、今後も改訂版を出していくこ
とを検討しています。

本書を白衣のポケットに入れていただき、日常診療で活用し
て頂けることを願っています。

                                              2005年3月

 　　厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業
 　　 HIV感染症の医療体制の整備に関する研究

                            主任研究者　木村　   哲
                            編集　　　  照屋　勝治

本書に関するご意見は

〒162-8655
新宿区戸山1-21-1
国立国際医療センター
エイズ治療・研究開発センター
照屋 勝治
kteruya@imcj.hosp.go.jp
まで郵送か、電子メールでお寄せください。



このハンドブックは
● Part1 参考図表
● Part2 日和見疾患の診断・治療
● Part3 解説

この3つのパートで
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